
3Dグラフィックを

生成するウェブサービス

提案書やプレゼンテーション資料では、

人目を引くようなインパクトのある見出し文

字が必要だ。しかし、常にPowerPoint

で、これらの書類を作成していると、組み

込みのフォントを使ったり、Wordアートを

挿入したりするだけでは、ワンパターンで

物足りなくなってくる。こんなとき、表現力

の高い見出し文字を使えたら…と思うこ

としきりである。

実は、このような要望に応えるウェブサ

ービスが提供されている。「Xara 3D

Graphics Generator」は、高品質な3D

グラフィック文字列を生成するウェブサー

ビスだ。

元になるテキスト、色、フォントなど、い

くつかのパラメーターとともに、グラフィッ

クテンプレートスタイルをこのウェブサービ

スに渡すと、アンチエイリアス（画像の縁

が、ギザギザでなく、なめらかに見えるよ

うに処理された状態）なグラフィックをサー

バー上に保存する。そして、このグラフィ

ックが置かれた場所のURLを返す。

今回のサンプルは、Xara社（図1）が提

供 するウェブサ ービス「 Xara 3D
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XMLウェブサービス
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ビジネスとテクノロジーの新たな変革

篠原慶

今回は、PowerPointの表現力をパワーアップするために、テキストの3Dグラフィック化

を行うウェブサービスを紹介する。また、最小限の作業でVBAコードをFrontPageなど

に移植する方法も紹介する。

特 別 寄 稿

第6回
PowerPointで
使うテキスト
3D効果

●事前にインストールしておくもの
・Office XPまたはPowerPoint 2002
・Office XP Web Services Toolkit 2.0

http://www.microsoft.com/japan/office/developer/
webservices/download.asp

●利用するウェブサービスと情報
・ウェブサービス：Xara 3D Graphics Generator

http://ws.xara.com/graphicrender/render3d.wsdl

・サービスについての情報
http://ws.xara.com/graphicrender/soap/render3d/info.asp

●今回のサンプルプログラム
http://internet.impress.co.jp/im/xmlwebservices/

サンプルプログラムの実行に必要なもの

図1 Xara社のウェブサイト。おもにウェブテクノロジーやグラフィックアプリ
ケーションに関する製品、サービスを提供している
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Graphics Generator」を利用する。

これは、同社の3Dソフト「Xara3D」に

組み込まれたグラフィック生成エンジンを

元に作られており、現在のところは試験サ

ービスとして無償で使うことが可能だ。

ウェブサービスを使った

サンプルプログラム

まずは、実際にサンプルプログラム

「Render3D」を使って、PowerPoint 2002

とウェブサービスの連携を体験してみよう

（図2）。

このサンプルプログラムは、Office XP

（SP3以降）、およびPowerPoint 2002、

Office XP Web Services Toolkit 2.0

（WSTK）、Internet Explorer 6.0（SP1

以降）がインストールされていることが前提

なので、事前に確認すること。

サンプルプログラムを実行するための準

備として、PowerPointのオプション設定

図2 サンプルアプリケーションの使い方

でマクロのセキュリティー設定を「低」か

「中」に設定しよう。

準備が終わったら、PowerPoint 2002

をいったん終了しておく。

次にサンプルプログラムが含まれてい

るアドインファイルRender3D.ppaをダウン

ロードする。そして、ダウンロードした

Render3D.ppaファイルを次の場所または

任意の場所にコピーする（セキュリティー

権限に注意すること）。

C:¥Program Files¥Microsoft

Office¥Office10¥Addins

再度、PowerPoint 2002を起動して、

［ツール］メニューから［アドイン］を選び、

ダイアログボックスで［Render3D］をチェッ

クする（図3）。［Render3D］が表示されな

い場合は、「新規追加」ボタンをクリックし、

コピーした場所からRender3D.ppaファイ

ルを選択すると、［Render3D］がすでにチ

ェックされた状態で表示される。

これでメニューバーに［Render3D］とい

う項目が追加されるはずだ。［Render3D］

メニューをクリックすると、［render3dの設

定］ダイアログボックスが開く（図4）。ダイア

ログボックスの左側のテンプレート、テキ

スト文字列、フォント種類、フォントサイズ、

出力フォーマットのパラメーターについて

は最低限何らかの選択か、入力が必要だ。

もちろん最初はデフォルトのままでもかま

わないが、これらを設定したら、ダイアロ

グボックスの右下の［プレビュー］ボタンを

クリックしてみよう。

ダイアログボックスの右上のプレビュー

ウィンドウにテキスト文字列が3Dグラフィ

ックで表示されるはずなので、ダイアログ

ボックスの左側のパラメーターをいろいろ

と調整し、良さそうな3Dグラフィックが表

示されるまでプレビューする。

文字色と背景色は、色をRGB（赤、青、

緑）で表す6桁の16進数で入力するため、

3［生成］ボタンをクリックすると、現在のス

ライドに新しい図オブジェクトとして、3D加

工されたテキストの画像が追加される

2［render3dの設定］ダイアログで、加工する文字

列や使用するデザイン要素（テンプレート、文字

色、フォントの種類、サイズ、フォーマット）を設定

し、プレビューで確認する

1アドインとして追加されたメニュー［Render3D］

をクリックする
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図3 ［アドイン］ダイアログボックス

図4 ［render3dの設定］ダイア
ログボックス。テンプレートやフォ
ントの名前だけではどのような効
果が得られるか分かりにくいが、
プレビューで確認できる

図5 ［色の設定］ダイアログボ
ックス。赤（RED）、緑（GREEN）、
青（BLUE）のRGB値を組み合
わせて調節する

マクロのセキュリティー設定

PowerPointのセキュリティー設定に注意しよう。セキュリティーレベルを「中」か「低」

にしないと、サンプルプログラムのVBAが実行できない場合がある。また、

PowerPointの起動時にマクロに対する警告のダイアログボックスが表示される場合

は、［マクロを有効にする］ボタンをクリックする。Render3Dサンプルプログラムを起

動するたびにダイアログボックスが表示されて煩わしい場合は、デジタル署名を付加

するとよい。デジタル署名の詳細についてはヘルプを参照してほしい。

直接入力は難しいかもしれない。テキス

トボックスの右横にある［選択］ボタンをク

リックすると、［色の設定］ダイアログボック

スが開くので、赤、青、緑のスクロールバ

ーを動かして、色を調整し、好みの色で

［設定］ボタンをクリックすると、テキストボ

ックスにその色を表す数値が自動入力さ

れる（図5）。

良さそうな3Dグラフィックができたら、

［プレビュー］ボタンの左にある［生成］ボ

タンをクリックする。すると、PowerPoint

のアクティブなスライドに3Dグラフィックが

PowerPointの図版オブジェクトとして生

成されるので、あとは任意の位置に移動

するだけだ。

いったん使い終わるには、［閉じる］ボ

タンをクリックする。これで、［render3dの

設定］ダイアログボックスが閉じられる。

もし、アドインを止めたいときは、先ほど

の［アドイン］ダイアログボックス（図3）で、

［Render3D］を選んで［一覧から削除］ボ

タンをクリックすればよい。

2バイト文字は

使えないので注意

このウェブサービスは、テキスト文字列

として2バイト文字の使用を考慮していな

いため、テキストとして日本語を指定する

とエラーが出てしまうことに注意してほし

い。「render3dの設定」ダイアログボックス

のテキスト文字列には半角の英数字のみ

入力すること。

プログラムのコードがすべて手元にあ

るVBAならば自分でコードを修正して日

本語に対応させることも可能だが、コード

がサーバー側で実行されるウェブサービ

スでは、そうもいかない。それ以外にも、

表示に使うフォントを変えたくても、実際

にレンダリングの処理をするサーバー側に

用意されているフォント以外は使えないな

ど、ウェブサービスならではの制限がある

ことに注意してほしい。
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クライアントとサーバーでの

処理の切り分けと負荷分散

このウェブサービスの仕組みは単純だ

が、よく考えられて興味深い。パラメータ

ーを送ると、グラフィックファイル（PNGや

JPGなど）をサーバー上で生成し、その

URLを返す。処理はサーバー上で行わ

れるため、巨大な3Dグラフィックを生成

する場合でも、クライアントに負荷はかか

らない。また、生成された3Dグラフィック

を返すのではなく、URLだけを返すとい

う仕組みにより、一度生成したグラフィッ

クファイルを（時間内であれば）何度も利

用できる。

今後、ちょっとしたアンケートに使えるフ

ォームのHTMLファイルやOfficeではサ

ポートしないグラフを生成してくれるよう

な“補完的で便利な”ウェブサービスが増

加することを望みたい。

W E  S P E A K  S O A P

他のアプリケーションへの移植

ウェブサービス「Xara 3D Graphics

Generator」を、PowerPoint以外でも使

ってみたい。VBAは、各アプリケーショ

ンによって若干の相違はあるもののほ

ぼ共通の仕様なので、PowerPoint独自

の機能に依存する部分に注意すれば、

ほかのアプリケーションに移植するのは

さほど難しいことではない。今回のサン

プルプログラムは、PowerPointに依存

する部分がそれほどないので、VBAの

知識さえあれば移植は簡単だ。

移植するには、元の Visual Basic

Editorの左上にあるプロジェクトエクス

プローラで、フォームやモジュールを1つ

ずつ右クリックし、［ファイルのエクスポ

ート］で任意のフォルダーにbasファイル

やfrmファイルをエクスポートする。そし

て、ターゲットになるOfficeのVisual

Basic Editorを開き、プロジェクトエク

スプローラで右クリックし、［ファイルの

インポート］でフォームやモジュールを1

つずつインポートしていく。

あとは、今回のサンプルプログラムの場

合、UserFormMainフォームの［生成］

ボタンのクリック時のイベントに対応す

るcmdRun_Clickサブルーチンの途中

にあるPowerPointに依存した部分「ス

ライドに図オブジェクトを挿入し、URL

先にある画像を代入する」を修正するだ

けだ。

この方法でサンプルプログラムを

FrontPage 2002に対応させてみたも

のが上図だ。このサンプルプログラム

も、本誌のサポートサイトからダウンロ

ードできるので、ぜひ試してほしい。

月刊.NETテクノロジー 7月号好評発売中

特集：「Windows Server 2003の必須科目
基礎から学ぶActive Directory」
定価1,400円　全国有名書店で発売中

http://dotnet.impress.co.jp/

コードの表示は通常ファイルで

コードが表示可能なサンプルプログラムが含まれているPowerPointのファイル

「Render3D.ppt」も、本誌のサポートサイトからダウンロードできる。

アドイン用のppaファイルは、VBAのコードを表示することができないので、コードを

表示するには、アドインの元になるpptファイルが必要になる。

FrontPage 2002へ移植した「Render3D」サンプルプログラム。操作方法は
ほとんど同じだ
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